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地
域
に
密
着
し
た
防
災
活
動

わ
が
街
を
守
る
消
防
団

市
消

防
団
は

、
火
災
や
風

水
害
等
の

被
害
を

最
小

限
に
食

い
止
め

る
た
め
、
地
域

に
密
着
し

た
防
災
活
動
機
関
と
し
て
、

団

員
数

六
百

二
十

二
人
（
う

ち
女

性
二

十
五

人

）
、
一

団
本

部
・
十
方
面

隊
・
三

十
六
分
団
が

十
消
防
署

と
連
携
し
て
活

動
し

て
い

ま
す
。
大
地

震
等

の
広
域

に
わ
た

る
災
害
で

は

、

地
域
と
の
つ

な
が
り
の
強
い
消
防
団

の
役
割
は
極
め
て
大

き

く
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す

。

地
域
を
守

る
消
防
団
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

。

圜

市
消
防
局
総
務
課
庶
務
係

蕪

一
・
1
1
1
1

内

線
3
1
2

今年度の県操法大会で優勝した消防団方

面隊長に消防団について聴きました

夏季操法大会では日ごろの訓練の成果を競い合います

地域の人たちの生命と財産を

守るために任命された重みを実

感しています。

私たちは、あらゆる災害に対

応できるよう、実践的な訓練を

行っています。

例えば、消火活動に必要な水

を確保するための川の利用や複大金平方面隊長

斉藤均さん　　数で火災が発生した場合を想定

した訓練などです。また、農家の灌漑用水や自家

用発電機を持っているところ、独居老人等がどち

らにいらっしゃるかなど、地域の実情を把握して

災害時に備えています。

所轄消防署との連携により、いつでも、みんな

が安心して暮らせるようにと思っています。

火

災

の

現

場

で

消

防
団
員

は
、
消
防

署
か
ら

の
連
絡

な
ど
に
よ
り
火

災
発

生
を
知

る
と
、
す
ぐ

に
現
場

に
駆
け
付

け
ま
す

。

消
防

署
員
と
と

も
に
、
消

火
作
業
に
直
接

当
た
る

ほ
か
、

後

方
支

援
と
し

て
付
近

の
交

通
整

理

や
、
飛

び
火

の
警

戒

、
被
災

者

の
介

護

な
ど
に

も
当

た
り
ま

す

。

火
災
等
の
災
害
活

動
の
ほ
か
、
火
災
予

防
運
動
や
防
災
訓
練

な
ど
、
地
域
の
防
火

・
防
災
に
活
躍
し
て

い
ま
す
。

風

水

害

の

中

で

台
風
や
前
線
の
通
過
に
伴
う
集
中
降
雨
等
で
被
害
が

出
る
と
き
も
活
動
し
ま
す
。

被
害
が
大
規
模
な
場
合
は
、
主
要
河
川
で
水
防
の
だ

団員は20 ～40 歳代の働き盛

りの公私にわたって大変忙しい

人たちです。今年は県の操法大

会もあり、１月～7 月までに計

９０回もの訓練を行いました。

それぞれが仕事を終えて、夜7

時からの訓練です。団員の活動

め

の
警
戒

や

、
受

け

持
ち
区

域

の
巡

回
、
小

規
模

の
場
合

で

も
す
ぐ

に
出

動
で

き

る
よ

う
自

宅

に
待
機

す
る

な
ど
、

注

意
を
怠

り
ま

せ
ん

。
ま

た
、

台
風

が
去

っ
た
後
に

、
倒

れ

た
公

園

の
木

や
街
路

樹
を

片

付

け
た

り
も
し

ま
す

。

八ヶ崎方面隊長 は、家族の理解と協力があって

平野勝‾さん　のものと感じています。

また、地域の人たちのご協力がなければ成り

立たないことはいうまでもありません。多くの

人の理解があればこそ、災害に強いまちになる

のではないでしょうか。 １１月28 日には地元八

ケ綺町会の総合防災訓練（会場一消防訓練セン

ター）で、操法の模範演技を披露します。

守る
市の消防体制
と役割　　卜
市民を災害から守るには、

消防局・消防署だけでは成

り立ちません。

地域を守る消防団と消防

局・消防署が一体となった

組織体制が必要です。

地 域 の 隣 災 に

あ な た の 力 を

消防団員を募集しています

地域の安全市民の安全
消 防 団

消防団は「自らの手で郷土

を災害から守ろう」という精

神で立ち上がった、地域の有

志による組織です。地域の安

全確保を図るため、消防署と

連携し 、火災予防の推進や災

害の防除等を進めます。

消 防 局 ・消 防 署

消防局・消防署は常備消防

機関として、火災、風水害、

地震等の災害を未然に防ぎ、

あるいはこれらの災害による

被害を最小限にとどめ、市民

の生命、身体、財産を守るこ

とを任務としています。

地域社会の安全を守る新しい力を募集

しています。

募集対象

18歳以上55歳未満で市内在住の人

奈性別は問いません。

団 員の身分と待遇

身分は特別職の地方公務員として保障

されます。

規定による年報酬や、火災などに出動

した場合の出動手当、退職報償金（５年

以上勤続者に限る）が支給されます。ま

た、けがをした場合は、これを補償する

制度もあります。

匣電話で消防局総務課.0363-1111内線312

または直接市内各消防署、各消防団へ

11月1日

施 行

道
路
交
通
法
の
一
部
改
正

携
帯
電
話
等
の
走
行
中
の
使
用
禁
止

自

動

車

ま

た

は

原

動

機

付

自

転

車

の

走

行

中

に

、

運

転

者

が

携

帯

電

話

な

ど

の
無

線

通

話

装

置

を

使

用

し

、

ま

た

は

カ

ー

ナ

ビ

・
ヵ
・‐‐・
テ

レ

ビ

な

ど

の

画

像

表

示

用

装

置

に

表

示

さ

れ

た

画

像

を

注

視

し

て

は

い
け

な

い

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

ま

た

、

こ

の

規

定

に

違

反

し

て

、

事

故

を

起

こ

す

な

ど

、

道

路

に

お

け

る

交

通

の

危

険

を

生

じ

さ

せ

た

者

に

対

す

る

罰

則

（
懲

役

ま

た

は

五

万

円

以

下

の

罰

金

）

が

設

け

ら

れ

て

い

ま

す

。

次

の

場

合

は

違

反

適

用

を

除

外

▽
傷

病

者

の

救

護

や

公

共

の

安

全

維

持

の

た

め

、

緊

急

や

む

を

得

Ｔ

携

帯

電

話

な

ど

の

無

線

通

話

装

置

を

使

用

す

る

場

合

▽
手

で

保

持
し

な

く

て

も

送

信

・

受

11/17 團

4二前1=1時

信

が
可

能

な
ハ
ン

ズ
フ
リ

ー
装
置
併

用
の

携
帯
電

話
を
使

用
す

る
場

合

一

瞬

の

わ

き

見

が
危

険

で

す

！

昨

年

の
市

内
で
の
交

通
事

故
原
因

を
見

る
と

、
安

全
不

確
認

・
前
方
不

注

視
等

の
安
全

運
転
義

務
違
反

に

よ

る
人

身
事

故

が
千

九
百

九
十

一
件

あ

り

ま
し

た
。
人

身
事
故

の
発

生
場
所

で

は
、
交

差
点

・
交
差

点
付

近

が
一

番
多

く

、
千
三
百

五

十
三
件

（
約

六

八
％

）

で
す

。
ま
た

、
自

転
車
と

関

係
す

ぶ
事
故

が
四
百

七
十
七
件
（
約
二

四
％

）
発

生
し

て

い
ま
す

。

一
人

ひ
と
り

が
交

通
規
則
を
守
り

、

ま
た

、
安
全

を
心
掛

け

る
こ
と

で
事

故

は
減

り
ま

す
。
皆

さ

ん
の
ご

理
解

と

ご
協
力

を

お
願

い
し
ま

す
。

醫

松
戸

警
察

署

登

沺
・
Ｏ

１
１

０
、

松

戸
東
警

察
署

公
錮

・
0
1
1
0

最
新
の
技
術
を
体
験
し
よ
う

建
設
技
術
展
示
館
オ
ー
プ
ン

建

設

技

術

展

示

館

は

、

最

新

の

建

設

技

術

や

コ

ン

ク

リ

ー

ト

ー
ア

ス

フ

ァ

ル

ト

な

ど

の
土

木

材

料

を

紹

介

し

ま

す

。

模

型

や

実

物

を

多

数

展

示

し

て

い

ま

す

の

で

、

子

ど

も

か

ら

大

人

ま

で

楽

し

く

学

習

で

き

ま

す

。

日
時
…
1
1
月
1
7
日
水
午
前
1
1
1
1
一
時
オ

ー
プ
ン
（
1
8
日
以
降
の
開
館
は
、
平

日

お

よ

び

第

二

土

曜

日

午

前

９

時
3
0

分

～

午

後

４

時
3
0
分

）

所

在
：

建

設

省

関

東

技

術

事

務

所

内

（
下

記

案

内

図

参

照

）

い

内
容
…
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
＝
土

・

水

・

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

ー
コ

ン

ク

リ

ー

ト

・

鉄

の
五

テ

ー

マ

に

つ

い
て

関

係

す

る

建

設

技

術

と

調

査

試

験

方

法

新

技

術

コ

ー

ナ

ー

＝
環

境

、

省

エ

ネ

ル

ギ

ー

・
省

コ

ス

ト

、
安

全

・

防

災

、

情

報

の

四

テ

ー

マ
に

つ

い

て

最

新

の

建

設

技

術

を

模

型

や

実

物

で

紹

介

※
ほ
か
に
も
楽
し
く
学
習
で
き
る
コ

ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

費
用
：
入
館
無
料

問
建
設
省
関
東
技
術
事
務
所
技
術
情

報
課

登
沺
・
5
1
2
7

案

内

図
　
　

゛
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Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
新
八
柱
駅
ま
た
は
新
京

成

八
柱
駅
・
常
盤
平
駅
南
口
か
ら
新
京

成
バ
ス
「
牧
の
原
団
地
」
行

き
で
牧
の

原
小

字
校
下
車
徒
歩
二
分

11  /29C月)

から

消
防
局
の
電
話
に

直
通
電
話
が
加
わ
り
ま
す

1
1
月
2
9
日
丱
午
前
Ｏ
時
か
ら
市
消

防
局
の
代
表
電
話
（
公
知
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ

1
）
に
加
え
、
各
課
直
通
（
ダ
イ
ヤ

ル
イ
ン
）
の
電
話
が
入
り
ま
す
。

▼
総
務
課
登
沺
・
1
1
1
3

人
事

・
職
員
研
修
、
予
算
・
経
理
、

施

設
の
管
理
、
消
防
機
器
等
の
芻
備

▼
予
防
課
昔
沺
・
1
1
1
4

建
築
物
の
確
認
、
火
災
の
原
因

・
損

害
の
調
査
、
消
防
用
施
設
等
設

置
・

指
導
、
危
険
物
の
取
り
扱
い
・
指
導

▼
警
防
課

登
知
・
1
1
1
5

水
・
火
災
等
の
警
頸

、
消
防
水
利
施

設
の
整
備
管
理
、
消
防
技
術
の
研
究

▼
救
急
防
災
課
昔
沺
・
1
1
1
6

防
火
・
防
災
の
指
導
、
救
急
技
術
の

指
導
・
訓
練

▼
指
令
課
ａ

知
・
1
1
1
7

火
災
・
救
急
等
の
出
動
指
令
、
火
災

螫
鞣

、
気
象
情
報

舞
市

消
防
局
総
務
課
企
画
調
整
係

登

3
6
3
・
1
1
1
1

内
線
沺

から

消
防
団
の
主
な
仕
事



染谷均監督 ．

互
い
に
技
の
掛
け
合
叫
を
い
ま
す

広報まつど1999年(平成11年)11月15日

走 り 終 え た10 人 の 選 手 た ち と

，

選 手 を 支 え た 皆 さ ん が 喜 び を 分 か ち 合 い ま し た

駅伝は、1人 で走る

競技と違って自分が失

敗するとほかのみんな

に迷惑がかかるという

プレッシャーが大きい

んです。

きつい練習も自信を

つけさせるためのもの。

昨年の優勝経験も有利

に働きました。自信の

勝利ですね。

松
戸
車
警
察
署

少
年

柔

道
部

1
0月
1
6
日
に
行

わ
れ
た
第

五

十
三

回
東

葛
飾

地
方

中
学

校
駅

伝
競

走
大

会

で
、
栗

ヶ
沢

中
学

校

が
二

連
覇

を

成
し

遂

げ
ま
し

た
。

夏

の
合

宿

で
は

一
日
に
四

十

か
ら

五
十

ご
も
走
り
込
む

猛
練
習
を

積
み
、

体
力
面
は
も
ち
ろ
ん
精
神
面
も
鍛
え

て

の
見
事

な
優

勝
で
し

た

。

「
生
徒

た
ち

が
自

主
的

に
練

習
に

取

り

組

む
姿

に

は

感
心

し

ま

し

た

」

と
福

島
明

校
長

。

な
お

、
県
大

会

で
は
準

優
勝

と
な

り

、
惜

し
く

も
二

年

連
続

全
国
大

会

出
場

は

な
り

ま
せ

ん
で
し

た

が
、

現

在

関
東
大

会

に
向

け
て

練
習

に
励

ん

で

い
ま
す
。

松戸東警察署では、柔道を通して体を鍛え、ま

た礼儀の大切さを知ってもらいたいと小中学生に

柔道を教えています。5年前から柔道場に通う島

田将輝君は「仲間と一緒にやるのが楽しくて続け

てこられました。試合に出ると友達が増えるのも

楽しみの一つです」と話していました。

日時…毎週木曜日午後5時30分～7時30分

会場…松戸東警察署柔道場

対象…小・中学生

費用…6ヵ月6,000円（入会金1,000円）

圜松戸東警察署生活安全課・渡辺

O349-0110 内線261

二
位
に
松
戸
六
中
、
三
位
に
小
金
北
中

栗
ヶ
沢
中
が
東
葛
駅
伝
優
勝

ふ

る
さ

と
小

金

の

良

さ

を
子

ど

も

だ
ち

と

再

発

見

し
よ

う

と

い
う
地

域

ぐ

る

み

の
イ

ベ
ン
ト
「
小

金
わ
く

わ
く
探
検

隊
」
が
1
1
月
６
日

に
行

わ

れ

ま

し
た

。
主

催

は
小

淦

の

市

民
グ

ル

ー
プ

き
ま
え
く
ら

ぶ

「
小
金
引

前
倶
楽
部

」
で
す

。

今

回

参

加

し

た
の

は

小

金

小

学

校

の

四
年

生

以

上

の
児

童

と

保
護

者

百

人

余

り
。
二
十

の
グ
ル

ー
プ
（
探

検

隊
）

に

分

か

れ

、
東

漸

寺

を

起

点

ド

シ
イ

タ
ヶ

工

場

・
昔

の

旅

籠

・
畳

屋

さ

ん

・
豆

腐

屋

さ

ん
な

ど

を

探
検

手

帳

を
手

に
約

一
時

七多小金わくわく探検隊
昔
の
旅
籠
・
玉
屋
さ
ん
で
。

お
話
を
聞
い
た
よ

間

半

見
学

し

ま

し

た

。
参

加

し

た

子

ど

も

た

ち

は

、

「
玉

屋
さ

ん
で
昔
の

も
の

が

残

っ

て

い
る
の

に
驚

き
ま

し

た
≒

自

分
で

柿

を

も
ぐ

の

は
初

め
て

≒

シ
イ

タ
ケ

も

お

い
し

か
っ
た
」
と
大

は

し

ゃ
ぎ

。
楽

し

い
体

験

が

で

き

た

一
日

で

し
た

。

※身近な情報をお寄せください。

安全な事業所を目指して

-

1
0
一
月
６

日

、
市

消

防

訓
練

セ
ン

タ

ー
で

屋
内

消

火

栓
操

法

大

会

が

開

か

れ

ま

し

た

。

こ

の
大
会

は
、

事
業

所
内

で

火

災

が
発

生

し

た
と

き

に
素

早

く

消
火

で

き

る

よ
う

に

と

毎

年
実
施
さ

れ
て

い
ま
す

。

今

年

は
七

十

七
事

業

所

九

十
五

チ

ー

ム

が
参
加

し

、
男

子

の
部

で

は
日

立
粉

末
冶

金

㈱
松

戸

事
業

所

一
班

が
、
女

子

の
部

で

は
㈱

マ
イ

カ
ル

北

小

金

サ

テ
ィ

が
優

勝
し

ま
し

た
。

馬

橋

東

ペ
ン

習

字

サ

ー

ク
ル

会

毎
月
第

∇

二
・
四
月
曜
日
午
一
団

1
0時
～
正
午

会
場
馬
橋
東
市
民
セ

ン
タ
ー
　
費
用
月
二
千
円
（
入
会
金

千
円
）

圜
関

容
錮
・
6
4
0
7

ハ
ン

グ
ル

を

学

ぶ

会

毎
週
月
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

会
場
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
日

本
人
講
師
に
よ
る
韓
国
語
の
勉
強

対
象
初
心
者

曹
用
月
三
千
円

（
入

会
金
三
千
円
）

醫

金
沢

昔
屁
・
7
5
1
6

小

金

南
体

操

ク

ラ

ブ

（
健

康
体

操

）毎
週
火
曜
日
午
後
３
時
～
４
時
洳

分

命
場

小

笙
市
民
セ
ン
タ
ー
　
対

象
女
性
（
中
高
年
）
　
費
用
月
千
六

百
円
（
入
会
金
千
円
）

彗

二
浦

昔
3
4
2
・
3
5
9
8

小

金
原

美
容

体

操

サ

ー
ク

ル

毎
週
火
・
木
曜
日
午
前
９
時
洳
分

～
Ｈ
時

会
場
小

笙
原
体
育
館

内

容
健
康
体
操
と

デ
ィ
ス
コ

ダ
ン
ス

費
用
月
千
五
百
円
（
入
会
金
千
円
）

嚮
長
岡
登
3
4
3
・
5
7
4
3

（
夜
間
の

み
）
小

金

原

プ
ロ

テ

ィ

ア

ダ

ン

ス

サ

ー
ク

ル

（
社

交

ダ

ン

ス

）

毎
週
土
曜
日
午
後
６
時
～
９
時

会
場
小
金
原
体
育
館
　
内
容
簡
単
な

パ
ー
テ
ィ
ー
ス
テ
ッ
プ
　
費
用
月
千

五
百
円
（
入
会
金
千
円
）

※
シ
ュ
ー
ズ
の
な
い
初
心
者
も
参
加

で
き
る
入
門
コ

ー
ス
あ
り

圜
平
井

登
3
4
2
・
7
1
2
5

ポリオワ クチンの追加接種

日本にはポリオウイルスはないと判断

されていますが、昭和50年～52年生まれ

の人がほかの年齢層に比べてポリオのＩ

型という種類の免疫を保有している割合

が低いことが、厚生省の調査で分かりま

した。

ポリオウイルス常在国に渡航予定の人

または、ポリオワクチン接種を受ける子

どもがいる人は、再度ポリオワクチンの

予防接種を受けることをお勧めします。

※費用や実施場所等はお問い合わせくだ

さい。

勁保健衛生課予防衛生係Q366-7484

高齢者保健福祉計画( 第2次) および

介護保険事業計画策定委員会を開催

11月16日㈹午後2時から　会場市役所新

館7階大会議室

奈傍聴できます。議題等はお問い合わせ

ください。

[固介護保険準備室登366-7370

教育 委員会会議を開催

11月15日向)午後3時から 会場京葉ガス

F松戸ビル5階会議室

奈傍聴できます。議案はお問い合わせく

ださい。

[鬩教育委員会総務課0366-7460

母乳中 のダ イオキシン類調査研究へのご協力のお願い

厚生省は平成9年度から母乳中のダイオ　　日までに第1子出産(予定)の25～34歳の健

キシン類に関する調査研究を行っていま　　康な人　定員①25～29歳②30～34歳、各

す。本年度も松戸市は調査対象地区とな　　10 人　調査方法出産後30日目の母乳採取

り、調査に協力してくださる人を募集し　(100 ～150cc)と居住環境・食事状況等の

でいます。　　　　　　　　　　　　　　　　聞き取り調査

対象出産時まで継続して市内に10年以・　圃松戸保健所地域指導班S361 -2121

上居住していて、平成11年10月～12月31

女 子学 生 の た めの｢ 就 職 応 援セ ミ ナ

ー｣

12 月４日(土)・５日(日)午前10 時30 分～午後

4時15分　会場千葉県女性センター(柏市)

対象県内在住・在学の女子学生　 定員30

人( 抽選) 費用無料

圉11 月20 日出 までに、電話で千葉県女性

センター00471 -40-8602 へ

近 代 日本 デザ イン史 シン ポジウ ムの

開 催

かつて松戸に校舎を構えていた千葉大

学工学部の前身である東京高等工芸学校

は日本のデザイン教育のパイオニアでし

た。デザインが日本の近代社会で果たし

た役割を工芸・建築・美術などを含め広

い視野からとらえ直します。

11 月20 日出 午後1 時～5 時　会場市民劇

場　パネラー千葉大学教授・長田謙一氏、

東京芸術大学美術学部教育資料編纂室・

吉田千鶴子氏、市教育委員会学芸員　 定

員当日先着300 人　費用無料

[暦社会教育課登366-7463

１２月定 例 市 議 会 を 開 催　 ’

平成11 年松戸市議会12 月定例会は、12

月3日窗から16日鮒 まで開催される予定で

す。請願・陳情は、11 月24 日團 午後５時

までに提出してください。

※傍聴する際は、日程（下記）をあらかじ

め確認してください。

期日 会議予定 主な内容

12/ 3窗 で晉　 ｌ 議案説明

6㈲

本会議 一般質問

7㈲

8㈲

9㈲

13(月)

常任委員会 議案等の審査

14 ㈹

16 ㈲ 本会議 議案等の議決

暦市議会事務局議事課0366-7382

会

員

募

集

都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す

屋内消火栓操法

大会

小金・小

金原

小金

原発

馬橋支

所版

小金支所

小金原

支所
馬橋支所

馬

橋

発

12 月定例市議会日程表

馬

橋

発



・

Ｏ

ｎ
乙

９

亠

１

松

戸

村

立

雑

学

大

楽

「

和

食

の

良

さ

を

見

直

そ

う

」

Ｈ
月
2
1
日

㈲
午

後
２
時

～
３
時
3
0

分

会

場
サ
ン

ヨ

ー
ホ

ー
ム

（
八
柱

駅

下
車

徒
歩

二
分
）
　

講
師

料
理

教

室
主
宰
・
岡
田
み
え
子
氏
費
用
無

料亶
金
本
（
サ

ン
ヨ
ー
ホ

ー
ム
内
）
登
3
8
6

催

し

物

こ

ひ

つ

じ

お

は

な
し

会

1
1
月
1
7
日
水
、
1
2
月
1
5
日
水
各
午

後
２
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分
会
場
市

川
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
イ
ト
ー
ヨ

ー
カ
ド
ー
ハ
柱
店
前
）
　
内
容
グ
リ

ム
童
話
の
読
み
聞
か
せ
と
人
形
劇

譜
師

劇
団
天
童
主
宰
・
浜
島
与
恚
子

氏
定
員
当
日
先
着
三
十
人
費
用

無
料
暦
こ
ひ
つ
じ
お
は
な
七
会
・
市
川

公

3
8
3
・
2
3
1
2

常

盤
平

吟
詠

会

（
岳

風

流
）

①

母
月
第
一
～
四
木
曜
日
午
後
７

時
～
９
時
②
毎
月
第
一
～
四
土
曜
日

午
後
１
時
3
0分
～
３
時

会
場
①
金

ヶ
作
会
館
（
熊
野
神

社
隣
り
匸

ぶ
牧

の
原
団
地
二
街
区
集
会
所

内
容
漢

詩
の
吟
じ
方
を
初
歩
か
ら
　
費
用
①

月
二
千
五
百
円
②
月
千
五
百
円

（
①

②
い
ず
れ
も
入
会
金
な
し
）

圜
田
部
井

登
茹
・
8
6
9
4

広報まつど1999 年(平成11年)11月15日

今年で8 年目となる 、県立松戸

つくし 養護学校生徒の芋掘り体

験が1O月29日に粕谷農園で実施

されました。

この芋畑は 、粕谷さんの畑を

借りて趣味で農作物を作ってい

る人たちが 、ボランティアで苗

や肥料代を出し合い、約5 ヵ 月間

心をこ めて手入れをしてきまし

た。

そのかいあって 、今年も豊作。

軍手に長靴 姿の生徒たちは 、

泥だらけになりながらも 、一生

懸命まる まると太ったサツマ芋

を次々に引き抜いていきました。

生徒たちは、袋いっぱいのサ

ツマ芋にとても満足そうでした。

また来年もいっぱい取れると

いいですね。
ほ ら 、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
え
る

「

童

謡

・

唱

歌

」

の

会

毎
月

第
二
月

曜
日

午
前

Ｈ
時
～

午

後
Ｏ
時
1
5
分

会
場

サ

ロ
ン
ひ
ぐ

ら

し

（
八
柱

駅

下

車
徒

歩

六
分

）
　
内

容
正

し

い
発
声
法

と

日
本

の
歌

・
童

謡
費
用
月
千
五
百
円
（
入
会
金
千

円

）

醫

荒
井

昔
沺

・
9
9
9
1

日

の

出

剣

友

会

毎

週

土

・
日

曜
日

午
後
３

時
～

５

時

会
場
日

の
出
幼
稚
園
体
育
館
（
常

盤
平

駅
下

車
徒
歩
七
分
）
　
対
象
小
学

生
　
費
用
千
円
（
入
会
金
千
円
）

圜

田
邉

登
沺
・
3
2
0
1

松

戸
ミ

ニ

バ
ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー
ル

ス

ポ

ー
ツ
少

年

団

（
男

・

女

）

男
子

＝
毎
月
第
一
丁

四
土
曜
日

、

毎
週
日
曜
日
、
祝
日
の
各

午
前
９
時

～
午
後
１
時
　
女
子
＝
毎
月
第
一
丁

四
土
曜
日
、
毎
週
日
曜
日
、
祝
日
の

各
午
前
９
時
～
午
後
１
時
と
毎
週
火

・
木
曜
日
の
午
後
７
時
～
９
時

会

場
男
子
＝
常
盤
平
第
一
小
学
校
、
女

子
＝
高
木
小
学
校

対
象
男
女
と
も

小
学
三
～
六
年
生
費
用
月
千
円
（
入

会
金
な
し
）

黯
男
子

＝
八
木

容
茹
・
１
７
４
５

、

女
子

＝
赤
川
公
3
6
1
・
8
2
1
8

こんなに取れたよ

六

高
台
団

地
自

治
会

の
自

治
会
館

が

完
成
し

、
1
0
月
1
7
囗
に

落
成
式

が
執
１

行

わ
れ
ま
し

た

。
こ

の
会
館

は
住
民

の

寄
付

と
県

や
市

の
補
助

に
よ

り
、
古

く

な

っ
た
以
前

の
会

館
を

建
て
替

え

た
も

の

。
一
階

は
洋
室

十
三

畳
、
二

階

は
十

畳
と

十
二
畳

の
和

室
で

、
車

い
す
用

の

ト
イ

レ
も

あ
り
ま

す

。

金

築
自

治
会
長

は
、「
町

会

の
人
だ

け

で

な
く
、

周
辺
地

域

の
人
に

も

ぜ
ひ

利

用
し

て
も

ら

い
、
コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン

の
中
心

の
場

と
な

っ
て
く

れ
れ

ば
」

と
話
し

て

い
ま
し

た

。

新会館の落成を祝ってテープカット

（

Ｄ

Ｉ

Ｑ

り
只

）

圃
六
高
台
団
地
自
治
会
・
金
築
昔
誣

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
心
の
場
に
Ｉｉ

六

高
台

団

地

自

治

会

館

完

成

※身近な情報をお寄せください。

あっという間にごみ袋がいっぱい

国

分

川

で

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

10月10 日国分川流域で、河川ボランティア団体

「河南環境美化の会」による川沿いの清掃が行われ

ました。同会は、日ごろから家庭排水の浄化を呼び

かけたり、地域環境美化に取り組んでいます。

今回で3年目となるこの催しは、参加者も36人を

数えました。会長の高橋清さんは「参加した人は、

ごみが多いのに驚いていました。拾う心を忘れない

でください」と話していました。

圜河南環境美化の会・高橋Q391-6844

野鳥 観 察 会 （流 山 新川 耕 地 ）

11月28日（日）午前8時松戸駅東ロデ.ツキ上

集合、午後1 時現地解散予定〔雨天中止〕

内容水田地帯の冬鳥を観察　 持ち物筆記

用具、観察用具、昼食

費用交通費実費

[圜聯まつど街と水辺の

緑化基金登345-9846

ミニマフラ ーを作ろ う

11月27日出午前10時～11時30分　会場

古ケ崎市民センター　内容牛乳パックの

編み機でミニマフラー作り　対象小学2年

生以上 定員先着15人　費用無料｀

圉電話で常盤平児童福祉館登387-3320

（月曜休館）へ

商店 街 活 性化 講 習会

11月22 日(月)午後2 時～3 時30 分 会場松

戸商工会館　テーマ｢ 強 みを生かす 冂 ～

他地区・他業界に学ぶ～　講師㈱ザ・スタ

ッフ代表取締役・正根寺宏氏　費用無料

[圜 商工観光課振興係O366  ―7327

市 民 税 課 アル バ イト 募 集

期間12 年1 月17日(月)～4月7 日窗 勤務時

間午前9時～午後4 時　対象大学生( 専門学

校生も可)　 募集人数若干名

圃11 月30 日(火)までに電話または直接、市

民税課( 市役所新館2階 、Q366-7322) へ

耳 の 聞 こ え な い 人 た ち集 まろ う

11 月26 日銜午後1時30 分 ～3時30 分　会

場ふれあい22 （健康福祉会館） 内容読話

の勉強ほか（要約筆記・手話通訳付 き）

費用無料

陲］当日会場で

勁］千葉県中途失聴者・難聴者協会東葛北

支部松戸地区会・岡野S347 ―5655

ＫＯＹＯ祭

11月21日(日)午前9時30分～午後2時 会

場県立養護学校流山高等学園(流山市野々

下2の496の1) 内容生徒が職業実習で製

作した製品の販売および製作体験

翔]県立養護学校流山高等学園00471  -

48-0200

ビ デ オ編 集 講 座

初級・中級＝11 月26日窗･27 日出 ・28

日（日） 時間午前の部＝午前10 時～正午、

午後の部＝午後1 時30 分～3 時30 分　会鏖

森のホール21 情 報セ

ンター　内容ホーム

ビデオを編集し、夕

イトル・音楽などを

入れてオリジナル作

品を作つてみよう　定員各回先着6人 持

ち物自分で撮影したビデオテープと新し

いビデオテープ 費用無料

惠11月17日㈲午前10時から、電話で森の

ホール21情報センター登384-5050 へ

チ ャレンジ クラブ追加 募集

11月～3 月の①第1土 曜日午後2 時～4 時

②第3土曜日午後2時～4 時　会場 ①市民会

館②常盤平児童福祉館　内容料理・工作・

野外活動ほか　対象小学2 ～6年生　 定員

先着13人　費用700円 （材料費）

圃 電話で常盤平児童福祉館Q387-3320

（月曜休館）へ

日本 語スピ ーチ コン テス ト外 国人 出

場者 募集

２月26 日出午後1 時 開演　会場市民劇場

対象市内および近隣に在住・在学・在勤

し、①両親とも日本国籍を持だない②在

日期間が通算5年 未満③15歳以上④当コン

テストで入賞経験がない人（周りに対象

となる人がいたら教えてあげてください）

テーマ自由（時間は5分以内） 費用無料

澎事前にスピーチ原稿の審査をします。

圉12 月８日出までに所定の申込用紙で、拊

松戸市国際交流協会（市役所新館5階、公

音 楽 の広 場( 合 唱 講 座)

11 月16 日(火)午後1時30 分 ～3時30 分　会

場市民劇場 費用無料

惠当日会場で

暦公民館登368-1214

会

員

募

集

都
合
に
よ
り
会

場
等
は
変
更
に

な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す

養

護

学

校

の

芋
掘
り
体
験

常盤平・

六実

366-7310) へ。スピーチ

原稿は1月21日銜までに直接

または郵送で、〒271 -8588

松戸市根本387の5紂松戸市

国際亦浤協命へ　 、

東部支所

版

東部

発

常盤
平支
所六
実支
所
東部
支所

高校生の絵が車両を飾る 9
9
車
体
美
術

展

新
京
成
電
鉄
で
は
、
鉄
道

の
日
（
1
0月
1
4日
）
に
ち
な
み

1
0
月
1
8
日
か
ら
、
沿
線
の
高

校
生
が
描
い
た
絵
で
彩
ら
れ

た
車
両
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

「
車
体
美
術
展
」
と
称
さ

れ
る
こ
の
試
み
は
昨
年
か
ら

始
ま
り
、
乗
客
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
す
。

今
年
、
車
体
を
飾
る
の
は
、

県
立
松
戸
国
際
高
校
や
専
修

大
学
松
戸
高
校
、
聖
徳
学
園

附
属
高
校
ほ
か
の
皆
さ
ん
が

描

い
た
絵
。

来
年
の
四
月
ま
で
美
術
電

車
は
運
行
し
て

い
ま
す
。

六実

発
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新松

戸発 本

庁

※身近な情報をお寄せください。

日
本
学
生
科
学
賞
県
審
査
会
で

新
松
戸
北
中
三
年
生
か
特
別
賁

新
松
戸
北
中
学
校
三
年
生
の
三
ッ

木
聖
さ
ん
と
野
口
賢
作
さ
ん
は
、
日

本
学
生
科
学
賞
県
審
査
会
中
学
生
の

部
（
応
募
数
九
十
九
点
）
に
「
坂
川

「自分たちの川をきれいにしたい」

と２人は話します

野
口
賢
作
さ
ん

三
ツ
木
聖
さ
ん

百
科
全
書
～
坂
川
の
す
べ
て
＆
実
態

調
査
」
を
出
品
し
、
県
審
査
で
最
優

秀
作
品

（
千
葉
市
教
育
長
賞
）
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

自分たちのまちを流れる坂川がどれ

だけ汚れているのかと思い、水質調査

を始めたのが昨年の夏休み。研究成果

を初めて同審査会に出品し、昨年は優

良賞を受賞しました。作品の完成度を

高めるため、「季節・時間帯・地点別」

を調査項目に入れ、引き続き水質調査

を1 年間行つだのが今回の作品です。

この研究で、生活排水が汚れの大き

な原因の一つであることを知り、今は

川を汚さないように生活の中で気を付

けています。

交
流
が
広
が
っ
た

新
松
戸
囲
碁
大
会和やかな中にも真剣なまなざしの参加者

10 月ワ 日 、新松戸連合町会は、新松戸市民

センターで囲碁大会を開催。ﾜ 回目を迎えた大

会に初心者からﾜ段までの約80 人が集まり 、熱

戦を繰り広げました。

毎年 、多くの人が参加するこの大会には｢ 囲

碁仲間が増えた。新しいグループでバス旅行を

した｣ などの声が届＜と言います。

｢これからも大会をきっかけに 、町会の人た

ちの交流が深まればうれしい｣ と文化・体育部

長の藤岡善郎さんは話していました。

矢切

発

秋だ みこしだ 収穫を祝う･
矢切小学校で収穫祭

第9 回シティー・ミニコン サード

11月17日伽午後O時15分～O時45分　会場市役所I階

通路　内容内藤雅子さん(フルート)、内藤菓子さん

(ピアノ) による｢浜辺の歌｣ ほかを演奏　費用無料

※生の演奏をお子さんと一緒に気軽にお楽しみくだ

さい。

圜社会教育課S366-7462

新松戸発　　健康と親ぼくを図った

新松戸グラウンドゴルフ大会
大舞台で堂々とした迫力ある演奏でした

和名ヶ 谷中学校吹奏楽部（部員6ﾜ 人 川ま、11

月 ６日 、東京で開催さ れた全日本吹奏楽コン ク

ールに初 めて出場し 、銀賞 を受賞し まし た。

同部は 、昨年 、東 関東吹奏楽コンクールで金

賞を受賞しな がら全国大会の出場枠に入ること

ができ ず 、以 来 、「目指せ全国」 を合言葉 に練

習に励んできました。

「みんなかぐ目標に向かって強い気持ちで練習

を重ねたこと が、東関東吹奏楽 コンクールでの

２年連続の金賞受賞 と念願の全国大会出場につ

なかった」と顧問の須藤卓眞先生。

卒業生が応援する中で 「これが和名ヶ谷中の

音と 、感じ ても らえる演奏 ができ まし た」と部

員たちは満足 気に話していまし た。

手作りのみこしが収穫を祝い練り歩きました

「
稲
作
協
力
農
家
や
多
く
の
人
た
ち
の
協
力

に
感
謝
し
ま
し
ょ
う
」
と
児
童
会
長
の
あ
い
さ

つ
で
始
ま
っ
た
第
十
九
回
矢
切
小
学
校
収
穫
祭
。

1
0
月
2
9
日
、
秋
晴
れ
の
な
か
で
、
近
隣
の
小
・

中
学
校
生
徒
等
も
招
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

四
百
四
十
三
人
の
全
校
生
徒
た
ち
は
、
収
穫

を
祝
っ
て
「
花
笠
音
頭
」
や
「
小
さ
な
田
ん
ぼ
」

を
踊
り
、
ま
た
、
矢
切
ば
や
し
の
演
奏
に
合
わ

せ
て
み
こ
し
を
担
ぎ
ま
し
た
。

今
回
の
収
穫
は
、
５
月
に
矢
切
の
渡
し
近
く

の
学
校
田
で
全
校
生
徒
が
植
え
た
稲
が
実
っ
た

も
の
。
刈
り
取
ら
れ
た
こ
し
ひ
か
り
は
約
三
百

五
十
ご
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
新
米
で
作
っ
た

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
に
、
み
ん
な
で
舌
鼓
を
打
ち
ま

し
た
。

一打ごとに歓声が上がり笑顔がこぼれます

10月31 日に馬橋北

小学校で第20 回グラ

ウンドゴルフ大会が

開催されました。

秋の気配が深まっ

た肌寒い曇り空でし

たが、それを吹き飛

ばすかのように､50

歳代から85 歳までの

10チーム約100 人の

参加者が熱戦を展開しました。

「高齢の人も頑張りました」と山崎正行会長。

同大会は競技愛好者が増えたことから、老人会が新松戸

グラウンドゴルフ連合会を設立して始められ、健康と親ば

くを目的に年3 回開催しています。

講

演

会

「

犯

罪

に

ま

き

こ

ま

れ

る

子

ど

も

た

ち

」

Ｈ
月
2
7
日

出
午

後
２

時
～

５
時

命
場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
　
講
師
弁

護
士
・
蒲
田
孝
代
氏
　
費
用
五
百
円

圜
松

戸
市

Ｐ
Ｔ

Ａ
問
題

研
究
会

・
浅

井

公

涙
・
6
3
5
6

ネ

イ

チ

ャ

ー

ゲ

ー

ム

の

会

「

午

後

の

こ

も

れ

日

の

中

で

」

Ｈ
月
2
7日
出
午

後
１
時

～
４
時
〔
雨

天
中

止
〕
　

会
場
千

葉

大
学
園

芸
学

部

内
容

紅
葉

の
森

の
中
で
深

ま

る

秋
を
感
性
で
感
じ
と
る
　
費
用
二
百

円圃

電
話

で
ま

つ
ど
ネ

イ
チ

ャ

ー
ゲ
ー

ム
の
会

・
山
中

昔
匐
・
4
3
3
5

（
夜

間

の
み
）
　へ

胡

録

台

学

童

「
学

童

ま

つ

り
J

1
1月
2
1
日

㈲
午
前
1
0
時

～
午

後
２

時
会
場
胡
録
台
学
童
保
育
所
広
場

（
松

ヶ
丘
小

学
校

体
育

館
裏
）
　
内

容

模

擬
店

・
バ
ザ

ー・
・

ゲ
ー
ム
等

醫

胡
録

台
学

童
保

育
所

登
莇
・
９

２

０

０

リ

ン

リ

ー

ズ

（
混

声

合

唱

）

毎

週
土

曜
日

午
前
1
0
時
～

午
後

０

時
3
0
分

会

場
明
市

民

セ
ン

タ
ー

内

容
指
揮
者

・
吉

岡
弘
行

氏

に
よ

る

ビ
ヴ

ァ
ル

デ
ィ

の
ミ

サ
曲

「

グ
ロ
ー

リ
ア
」
ほ
か
を
練
習
費
用
月
四
千

円
（
入
会

金

な
し
）

鵞

大
東

公
3
6
3・
5
8
8
6

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

い

ち

ご

（
社

交

ダ

ン

ス

）

毎

週
金

曜
日

①
午

後
５

時
～

７
時

②

午
後

７
時
～

９
時

会
場
二

十

世

紀
が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
①
人

門
ク
ラ
ス
②
初
級
ク
ラ
ス
　
費
用
月

三

千
円

（
入
会

金
千
円

）

圃

長
峰

登
莇
・
8
4
9
0

（
夜

間

の

み

）

ヒ

マ
ワ

リ

会

ダ

ン

ス

サ

ー
ク

ル

（
社

交

ダ
ン

ス

）

毎
週
月
曜
日
午
後
６
時
～
９
時

会
場
青
少
年

会
館

対
象
初
心
者
・

初
級
者
（
男
性
歓
迎
）
　
費
用
月
二

千
五
百
円
（
入
会
金
五
百
円
）

琵
櫛
田

登
3
4
5
・
6
5
9
6

松

戸

市

民
合

唱

団

毎
週
木
曜
日
午
後
６
時
3
0分
～
９

時

会
場
市
民
会
館

内
容
無
伴
奏

中
心
の
合
唱
費
用
月
四
千
円
（
入

会
金
千
円
）

．
圜
佐
々
木

昔
辰
・
2
5
8
6

ポ

ピ
ュ

ラ

ー
歌
謡

教

室

・

四
季

毎
月
第

∇

二

∴
二
木
曜
日
午
後

７
時
～
８
時
4
5分

会
場

青
少
年
会

館
　
内
容
古
い
歌
か
ら
新
曲
ま
で
ピ

ア
ノ
伴
奏
に
よ
び
歌
う
費
用
月
三

千
円
（
入
会
金
千
円
）

弩
勅
使
川
原
登
3
4
3
・
7
6
5
1
（
夜

間

の
み
）

光

伸

歌

謡

サ

ー

ク

ル

毎

週
水

・
土
曜
日

午
後

６
時
～

９

時

会
場
稔

台
市
民

セ
ン

タ
ー

費

用
月

六
千
円

（
入
会

金
千
五

百
円

）

鵞
中

村

音
莇
・
8
6
4
0

松

戸

女

声

合

唱

団

毎

週
火
曜

日
午

前
1
0
時
～
午

後
０

時
3
0
分
会
場
市
民
会
館
内
容
「
ア

ム
ー
ル
河

の
波
」
（

レ

ル
ヤ
コ

ー
ラ

ス
を
練
習
費
用
月
四
千
円
（
入
会

金
五

百
円

）

醫

根
本

音
3
6
3
・
8
0
2
8

ポ

ル

カ

（

健

康

体

操

）

毎

週
月

曜
日

午
後
１

時
～
２

時
3
0

分

会
場

新
松
戸
市

民

セ
ン

タ
ー

対

乖

女
性

費
用
月

千
五
百

円

（
入

会

金
千
円

）

梵
吉

見

音
3
4
1
・
9
5
6
6

（
午
後

６

時

以
降

）

松

戸

あ

ひ

る

会
　
　
　
　

¨

毎
月

三
回
火

曜
日
午

後
６

時
～

９

時
会
場
市
民
会
館
内
容
油
絵
・

鉛
筆
コ

ン

テ
・
木
炭

等
の

デ
ッ
サ

ン

（
写
生
会
も
あ
り
）
　
費
用
月
二
千
五

百

円
（
入

会
金
千

円
）

※
初
心

者

歓
迎

梵
音
根

容
翻

・
1
6
7
1

サ

ー

ク

ル

あ

す

な

ろ

（
健

康

体

操

）毎

週

水

曜

日

午

後

７

時

～

８

時
3
0

分

会

場
女

性

セ

ン

タ

ー

ゆ

う

ま

つ

ど
対
象
成
人
女
性
費
用
月
二
千

円

（
入

会

金

千

円

）

圜

米

川

音

韻

・
3
0
7
0

楽

し

く

歌

う

会

毎

週

木

曜

日

午

前

９

時
3
0
分

～

Ｈ

時

会

場

青

少

年

会
館

内

容
童

謡

・

ポ

ピ

ュ

ラ

ー

ソ

ン

グ

・
叙

情

歌

な

ど

費

用

一

回

千

円

（
教

材

費

を

含

む

、

入

会

金

二

千

円

）

圃

折

本

登

謁

・
1
4
2
6

ふ

れ

あ

い

社

交

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

毎

週

日

曜

日

午

後

６

時

～

９

時

会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
費
用

月

二

千

五

百

円

（
入

会

金

二

千

円

）

問

兼

本

登

阻

・
3
2
2
9

ニ

ュ

ー

稔

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

（
社

交

ダ

ン

ス

）

毎

週

土

曜

日

午

後

７

時

～

９

時

会
場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
　
対
象
多

少
経
験
の
あ
る
人
　
費
用
月
三
千
五

百

円

（
入

会

金

千

円

）

牋

野

坂

音

茹

・
8
4
1
7

松

戸

ク

ロ

ッ

キ

ー

の

会

毎

週

金

曜

日

午

後

６

時

丿
分

～

９

時

会

場

市
民

会

館

内

容

人

物

モ

デ

ル

に

よ

る

ク

ロ

ッ

キ

ー

実

技

研

修

費

用

月

三

千

五
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